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■ 出力端子の秘密（アンプとの接続）

DEQXの出力端子に出てくる信号はシステムの構成（SPのドライブ方法）によって変化します。

例えばL2/R2端子は低音用にも中音用にもなりますので構成を確認してから接続して下さい。

（マニュアルのD-01ページにシステム構成による出力端子の使い方が出ています。）
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［図１］システム構成とアンプの接続

★ ヒント！

・ 使用するアンプの台数（１台-Single、2台-Bi、３台-Tri）と、スピーカーシステムのユニット数に

　直接の関係はありません。

・ 唯一の例外はフルレンジユニット１個のスピーカーシステムで、これはアンプも１台となります。

・ スピーカーシステムに内蔵されたLCネットワークをそのまま使用する場合、バイワイヤリング、

　トライワイヤリング等のシステム構成であればマルチアンプ方式でのドライブも可能です。
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